






 

 我々は,数年来川崎病剖検例の検策を種々の方面から行って来ている。今回

は本症に特徴的ともいえる心冠動脈にみられる動脈瘤の形態発生について連続

切片を作成し,再構築法により立体的観察をすべく努力した。その結果いくつか

の知見が得られたので報告する。 


